


























一環として、 開催期間二ヶ月に及ぶ資料展が企画された。懐徳堂記念会の幹事会で大枠の了承を得た後、大阪大学総合学術博物館橋爪節也教授の仲介で、大阪歴史博物館の学芸課長伊藤廣之氏 同学芸第一係長伊藤純氏、同学芸員井上智勝氏に面会したのは、平成 十一年十二月十一日のことであった。　
そこで、会場予定とされた歴博八階の特集展示室を拝



















































































































































































































































































































































































































構図さえ読み取れなかった資料があざやかに見えるようになった。構図も細部も再現され、この絵の主題は何なのかという疑問が新たに生じて、研究 大いに進展したのである。ま 、 「入徳門聯」 も、大きな亀裂が修復され、文字の判読が容易になった。これらは修復の大きなと言ってよかろう。　
ただ、修復そのものの持つ恐ろしさにも留意する必要
がある。右の「帰馬放牛図」も、いつかの時点で欠損部
に補彩が行われていた。それが本紙になじんでおらず、このたびの修復では、まずこの補彩部分を除去する必要があった。 また、 「入徳門聯」 も、 いつかの時点 亀裂部の裏側からガムテープが貼られていた。亀裂をなんとか食い止めたいという意識であったと思わ るが、 ガムテープが資料の劣化に拍車をかけることは言うまでもない。　
このように、修復とは、それを行った人の見識が如実









資料」 （ 『大阪大学図書館報』第四十三巻一号 二〇〇九年） 、および「谷文晁「帰馬放牛 」に描かれた花─懐徳堂展によせて─」 （ 『大阪大学図書館報』第四十四巻二号、二〇一〇年）参照。
懐徳堂展と資料修復 ― 湯浅邦弘
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